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ソーシャルネットワークと画像

　ソーシャルネットワーキングサービス（SNS） と

は，インターネット上の交流を通じて社会的ネッ

トワークを構築するサービスであり，より狭義に

は，人と人とのつながりを促進するコミュニティ型

の会員制サービスのことを指す．この SNS上で流

通するメディアとしてのソーシャルメディア☆ 1は，

SNS登場以前から普及していたオンラインコミュ

ニケーションやブログの流れを汲むテキストメディ

アが，長きにわたりほぼそのすべてであり，現在も

Twitter・Facebook・LINEなどの主要な SNSに

おいて中心的な位置付けを占めている．

　一方，SNSの普及と時を同じくして，インター

ネット上のサーバに不特定多数の利用者が投稿した

画像・映像・音楽などのマルチメディアコンテンツ

を不特定多数の利用者で共有する，コンテンツ共有

サイトの利用が拡大し，Flickr・YouTube・ニコニ

コ動画などの有力コンテンツ共有サイトは，コンテ

ンツ流通の重要なインフラとしての地位を築いてい

った．SNS普及当初，SNS上の画像はもっぱらこ

れらのコンテンツ共有サイトとの連携によって流通

するのが一般的であった．しかし，いわゆるスマー

トフォンの爆発的な普及により，一般ユーザが画像

を撮影してアップロードすることの障壁が著しく低

下した．すなわち，誰もがどこでも気軽に写真を撮

影して，その場で写真をアップロードできるように

なった．これにより，日々膨大な量の画像がコン

テンツ共有サイトを介さず，直接 SNSに投稿され

るようになり，ソーシャルメディアにおける画像

は，テキストと並ぶ重要な位置を占めるようにな

った．現在では，Twitter・Facebookなどの主要

SNSが，Flickr・YouTube・ニコニコ動画などの

主要なコンテンツ共有サイトと同等に大量の画像コ

ンテンツを保有するようになり，その量は増加の一

途を辿っている．また，Instagramのように SNS

上での画像をよりリッチにすることを意識したサー

ビスや，Pinterest・Pixiv・Snapchatなど画像に特

化した SNSも普及し，SNS上での画像の重要性は

日に日に増している．

　本稿では，画像流通で大きな役割を担うようにな

った SNS上の画像コンテンツが，画像の認識や理

解にとって非常に有用であることを示すとともに，

この有用な資源をどのように活用すれば良いか，そ

の考え方と方法について，いくつかの事例に基づい

て概説する．

SNS 上の画像は何が違うか

　前章に示したように，SNSは画像流通の中心的

な位置を占めつつある．SNS上の画像コンテンツ

は，他の画像資源と比較して，単に量が膨大になる

だけではなく，画像の認識や理解のために有用とな

るさまざまな性質を持ち合わせている．本章では，

SNS上の画像コンテンツが画像の認識・理解に有

用となる性質について論じる．

⹅⹅さまざまな付加情報とともにアップされる画像
　デジタルカメラの普及は，従来のフィルムカメラ

では取得できなかった重要な情報を，写真とともに

取得し記録することを可能にした．それは，撮影条
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☆ 1	 広義には，個人による情報発信やコミュニケーション，人の結びつ
きを利用した情報流通など，社会的な要素を含んだメディアを指す
が，本稿ではより狭義の意味を採用する．
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件に関するデータである．JPEG等の主要な画像保

存形式には，EXIFと呼ばれるメタデータ保存のた

めの規格が制定されており，撮影日時・撮影機器・

撮影条件・GPS情報等をその中に記録することが

できる．現在流通するほとんどのデジタルカメラや

スマートフォンでは，撮影時にこの EXIF情報を

自動的に生成し，画像とともに記録するのが一般

的である．Flickrなどの画像共有サイトでは，この

EXIF情報が含まれる画像が大量にアップロードさ

れていることを確認できる☆ 2．

　また，写真を撮影する主要なデバイスがデジタル

カメラからスマートフォンに移行することにより，

スマートフォンに搭載された各種センサの情報が同

時に付与されるようになった．その代表的な情報が

位置情報である．Wi-Fi電波強度から現在位置を正

確に測定できる PlaceEngineにより，特に GPS衛

星からの電波が届きにくい都市部や地下での位置情

報の精度が大幅に向上した．Foursquareなどの位

置情報専業 SNSや Twitter・Facebookなどの主要

SNSでは，この位置情報をキーとして商業施設や

主要観光地などのスポットを検索することが可能と

なり，検索したスポット名や関連Webページを自

動的に付与して，SNS上のコンテンツをよりリッ

チにすることができる．位置画像付き写真を専門に

扱う写真共有サイト Panoramioでは，写真に付与

された位置情報に基づき，写真を地図上に投影する

ことで，地図を閲覧しながらそれぞれの場所での風

景を同時に垣間見ることができる．

⹅⹅画像・付加情報・ユーザ相互の関係性
　SNSへ画像を投稿し，その画像が SNSで消費さ

れるというプロセスにより，画像・ユーザ・付加情

報の相互の関連性が付与される．たとえば，誰がこ

の画像を投稿したのか，どの画像とともに投稿され

たか，どんなテキストとともに投稿されたか，誰が

この画像を好んだか，SNS上でこの画像がどのよ

うに拡散されたか，その過程でどのようなコメント

が付与されたか．このように，SNSでのコンテン

ツの生成・流通・消費のプロセスにより，SNSで

流通したコンテンツしか持ち得ない特別かつ重要な

補助情報が付加されることになる．

⹅⹅画像はユーザがアップロード
　ソーシャルメディア登場以前のメディアであるマ

スメディアとの対比として最も重要な点の 1つに，

メディアの閲覧者が同時に発信者としての資格を持

ち，自身の責任で自由に情報を発信できる仕組みが

ある．また，写真を撮影するデバイスがデジタルカ

メラからスマートフォンに変化することで，誰もが

写真を気軽に撮影し，その写真をすぐにアップロー

ドできるようになった．すなわち，SNS上の画像は，

SNSの仕組みやデバイスの発展によって急激に増

加したユーザがアップロードした写真によって，そ

の多くが構成されている．このことは，SNS上の

画像が画像資源として以下の性質を持つことを示唆

する．

・	量が非常に膨大であるとともに，多様性も非常に

大きい． 

・	同じ時刻や同じ場所での出来事が，さまざまな視

点や立場から撮影される可能性がある．

一方で，ユーザがアップロードした写真は必ずしも

望ましい性質ばかりを持つわけではなく，たとえば

以下のような不都合な性質もある．

・	撮影者のスキルや撮影機器の水準は必ずしも高い

とは限らず，画像の質が必ずしも担保されなくなる．

・	画像の付加情報の信頼性も必ずしも高いとは限ら

ず，統制されたデータセットのラベル情報と同様

に扱うことはできない．

SNS 上の画像を認識・理解する

　前章では，不特定多数のユーザがそれぞれ思い思

いに画像を SNSにアップロードし，その画像にさ

まざまな付加情報が与えられる点について述べた．

本章では，SNS上の画像が持つこのような性質を，

☆ 2	 SNS 上の画像は EXIF 情報が含まれていないように見えるが，これ
はサイト側がプライバシに配慮して削除しているためであり，アッ
プロードの際にはEXIF情報が含まれている場合の方が一般的である．
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画像の認識・理解にどのように活かしていくか，い

くつかの事例に基づいて概説する．本稿では，特に

付加情報と関係性に着目した興味深いアプローチに

ついて，重点的に紹介する．

⹅⹅「さまざまな付加情報」を用いた画像認識
　付加情報として最も一般的に用いられるのは，位

置情報である．位置情報が画像の認識・理解に有用

であることを示す初期の試みの 1つとして，2007

年にAhernらによって提案されたWorld Explorer

が知られている☆ 3．この研究の基本的なアイディ

アはシンプルで，位置情報が類似する画像群に付与

されたテキストタグを集約することで，特定の地域

やランドマークの名称，その地域で人々の興味関心

を集める対象などが，主要なタグとして浮かび上が

る，というものである（図 -1）．このプロセスにお

いて，画像は位置情報とテキストタグをつなぐため

の単なる媒介に過ぎないが，さらに画像特徴量を利

用することで，位置を指し示すテキストタグと，そ

のタグを端的に表現する代表的な画像を抽出するこ

とができる☆ 4．

　このように，画像における位置情報の重要性は広

く認知されており，競

争型ワークショップ

MediaEval ☆ 5 で は， 

その初年度である

2010年から現在まで，

与えられた画像が撮

影された場所を推定

する Placingタスクが

設定されている．この

タスクにおいては，他

の付加情報を利用する

ことで推定精度を向上

させることも可能であ

る．代表的な例の 1つ

として，Kalogerakis

らは，画像に付与さ

れた時刻情報を利用

することで撮影場所の推定精度を向上させる方法

を提案している☆ 6．この手法では，時刻情報が付

与された画像の系列を対象とした各画像の撮影場

所の同時推定を問題として扱う．その画像の系列

が 1人の撮影者によって撮影されたことを仮定す

ると，ある限られた時間で移動できる距離には物

理的な制約があるため，2枚の画像に付与された

時刻情報の差分と位置情報の差分との間には非常

に強い依存関係がある．この知見を利用し，時刻

情報の差によって決定される事前確率を組み込ん

だ系列ラベリング問題を解くことで，撮影個所の

推定精度を向上させる．類似するアイディアに基

づく別のアプローチとして，Twitterのタイムラ

インを利用した Hauffらによる研究も興味深い☆ 7． 

Twitterに投稿された画像の撮影場所を推定する問

☆ 3	 Ahern, et al. : World Explorer : Visualizing Aggregate Data from 
Unstructured Text in Geo-referenced Collections, JCDL2007.

☆ 4	 Kennedy, et al. : Generating Diverse and Representative Image 
Search Results for Landmarks, WWW2008.

☆ 5	 http://www.multimediaeval.org
☆ 6	 Kalogerakis, et al. : Image Sequence Geolocation with Human 
Travel Priors, ICCV2009.

☆ 7	 Hauff and Houben : Geo-location Estimation of Flickr Images : 
Social Web based Enrichment, ECIR2012.

図 -1　位置情報が類似する画像群に付与されたテキストタグを集約すると，地域やランドマークの名称
が主要タグとして浮かび上がる（Ahern, et al., 2007） ☆ 3
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題において，画像を投稿したユーザがタイムライン

上で自分の居場所を推定可能な情報を投稿していれ

ば，投稿された画像がその場所の周辺で撮影された

であろうことを推測可能である．認識・理解に直接

かかわる研究ではないが，EXIF情報を利用した興

味深い研究として，不特定多数のユーザによってア

ップロードされた Flickr上の大量の画像から街並

みの 3次元モデルを生成する "Building Rome in a 

day" が有名である （図 -2） ☆ 8．3 次元再構成の基本

技術である Structure from Motion （SfM） は，通常

厳密に較正されたカメラ群を利用して撮影した複数

の画像を合成することが一般的であったが，この研

究では，機器も照明条件もバラバラではあるが，非

常に大量に利用可能な Flickr 画像を利用した 3次

元モデル再構成を試みた．このとき，Flickr画像に

記録されている EXIF情報から撮影条件に関する

情報，特に焦点距離値や素子情報を活用することで，

写真が撮影されたカメラの位置とそのパラメータの

高精度な推定を実現している．

⹅⹅「関係性」を用いた画像認識
　先に述べたように，SNSへの画像投稿と消費と

いうプロセスにより，画像・ユーザ・付加情報の相

互の関係性が付与される．この関連性も，付加情報

同様にうまく活用すると，画像の認識や理解に大き

く貢献することが知られている．

　その代表的な例として，メタデータの共通性に着

目した関係性を画像分類に活用するMcAuleyによ

る研究がある☆ 9．画像認識用のベンチマークデー

タセットに含まれる画像の多くは，実は Flickrか

らの転用である．この研究では，ベンチマーク内の

画像を Flickrで探し出し，Flickr上で獲得可能な

関係性に関する情報がベンチマークの性能にどの程

度貢献するかについての検討を行った．具体的には，

EXIF情報・テキストタグ・説明文・画像閲覧数・

ユーザ情報・グループ情報など，Flickrで取得可能

なさまざまなメタデータを各画像ごとに回収し，メ

タデータの共通度を画像間の関係を記述する特徴量

とした．このとき，画像をノード，関係性を記述す

る特徴量をエッジにそれぞれ対応付けたグラフ構造

（図 -3）を考え，各画像にラベルを付与するかどう

かの 2値分類問題を，このグラフ構造のグラフカッ

トの問題として定式化した．この定式化により，共

通のメタデータを持つ画像の対が類似するラベルを

持つという自然な仮定を導入した画像のラベリング

を可能とし，本研究で対象としたいずれのベンチマ

図 -2　EXIF 情報から撮影条件に関する情報を活用することで，
写真を撮影したカメラの位置の推定精度を向上できる．これは，
Flickr 上の大量の画像からの街並みの 3次元再構成を可能にする
重要な要素技術である（Agarwal, et al. ：Building Rome in a Day, 
Communication of the ACM (2011))
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図 -3　Flickr メタデータの共通度を画像間の関係を記述する特徴
量として採用することで，画像分類の性能が向上する （McAuley, 
et al. 2012） ☆ 9

☆ 8	 Agarwal, et al. : Building Rome in a Day, ICCV2009, http://grail.
cs.washington.edu/rome/

☆ 9	 McAuley, et al. : Image Labeling on a Network : Using Social-
network Metadata for Image Classication, ECCV2012.
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ークにおいても有意に良い性能を得た．

　SNS上の画像に含まれる顔の認識に SNSの交

友関係を利用する，Stoneらによる 2008年の論文

も，関係性を効果的に利用した代表的な例の 1つで 

あろう☆ 10．比較的少数の顔が含まれる画像を見た

とき，その人々が何らかの交友関係にあると考える

のが自然だろう．この研究では，SNS上の交友関

係を利用することで，1つの写真に同時に写る可能

性の高い人々を絞り込み，それにより顔認識の精

度を向上できることを示した（図 -4）．具体的には，

画像の中から顔を検出し，検出されたすべての顔に

同時にラベルを付与する同時ラベリングとして，顔

認識の問題を定式化する．このとき，それぞれの顔

が誰であるのがもっともらしいかを示す尤度に加

え，2つの顔が誰と誰であるのがもっともらしいか

を SNS上の友人関係の有無で決定することにより，

個別に顔の認識を行うよりも有意に良い精度で認識

を行うことができる．

　さらには，SNS上での画像コンテンツの拡散の様

子も，画像の認識・理解に有用な情報となり得る☆ 11． 

この研究では，画像に特化した SNSの 1つである

Pinterestを対象としている．Pinterestのユーザ

は，boardと呼ばれる画像コレクションをいくつか

所有し，Webにある好みの画像を自分が所有する

いずれかの boardに画像を pin （画像へのリンクを

作成）する．また，他のユーザが持つ boardを閲

覧して，好みの画像を repin （画像へのリンクをコ

ピー）することもできる．多くのユーザは，自分自

身や他のユーザが好みの画像を見つけやすいように，

各 boardに特定のテーマを紐付けて分類する．各

boardが特定のテーマを持ち，かつ画像が repinを

介して複数の boardを伝播することを考慮すると，

伝播を通じて数多くの画像を共有した boardの対

は類似したテーマを持つことが期待される．この知

見を利用すると，boardをノード，共有する画像の

数をエッジとして持つグラフ（図 -5参照）を構築

し，そのグラフで相互連結の強い boardの集合を見

つけることで，類似したテーマを持つ画像コレクシ

☆ 10	 Stone, et al. ：Autotagging Facebook : Social Network Context 
Improves Photo Annotation, IVW2008.

☆ 11	 Kimura, et al. : Image Context Discovery from Socially Curated 
Contents, ACMMM2013.

図 -4　1 つの写真に同時に写る 2人は何らかの交友関係にあると
考えるのが自然．SNS 上の交友関係を利用すれば，顔認識の性能
を大きく向上させることができる （Stone, et al. 2008） ☆ 10
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図 -5　数多くの画像を共有する画像コレクションの対は類似した
テーマを持つことが期待されることを考慮すると，SNS 上での画
像コンテンツの拡散の様子も，画像の認識・理解に有用な情報と
なり得る （Kimura, et al. 2013） ☆ 11



651情報処理 Vol.56 No.7 July 2015

4  ソーシャルネットワークが変える画像の認識・理解

ョンを検出することが可能となる．この例において

も，画像コレクションの類似性を獲得するプロセス

において，画像は単なる媒介に過ぎないが，さらに

画像特徴量を利用することにより，この類似性を表

現する画像特徴量の傾向を学習することができ，こ

れにより画像分類の性能が向上することが知られて 

いる☆ 12．

特有の性質 + 洞察 = 価値ある情報

　ここまでで，SNS上の画像が持つ性質を活かし

て画像を認識・理解するいくつかの例について挙げ

てきた．

　ここまでの事例を見直してみると，その多くが，

単に SNS上の画像が持つ性質をそのまま利用す

るだけではなく，その裏にある物理的な制約や人

間の行動パターンに関する洞察が加わることによ

り，SNS上の画像が持つ性質が，画像の認識や理

解に大きな貢献をもたらす価値ある情報に変化する

ことが見てとれる．Kalogerakisらの撮影スポット

推定に関する論文や，Kimuraらの SNS上の画像

伝播を用いた論文などの例からもうかがい知れるよ

うに，画像が生成・共有・消費されるプロセスに人

間の行動が深く関与してる場合には，特にこの洞察

が非常に大きな鍵を握ることになる．自分であれば，

SNS上で画像をアップするときにどうするか，ど

んな画像であれば共有したいと思うか，SNSが変

わると自分の行動も変わるのか，まずは自分をテス

トケースとして考えると，洞察のきっかけがつかめ

るかもしれない．さらに，さまざまな付加情報や関

係性，もしくは SNSの特性を深く理解して活用す

ることができれば，これまでに挙げた事例をはるか

に凌駕する興味深い取り組みが数多く産まれる可能

性が十分にあるだろう．

　また，SNS上で流通するコンテンツは画像だけ

に限るものではなく，映像や音楽なども同様に流通

しており，その量も爆発的に増加している．画像で

検討されてきたさまざまなアプローチのうちいくつ

かは，映像や音楽を認識し理解するためにも利用可

能であろうと考えられる．本稿がそのようなより発

展的な研究のアイディアの源泉となれば，幸甚で 

ある．
（2015年 3月 31日受付）
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